去年の暮、産経新聞で関西コミック作家 
列伝というコラムが始まるということで、 
ラィターの中野晴行さんが取材に来られ 
た。話はガロのことが大半だった。翌日夜、 
中野さんから記事の見本が FAX で送ら 
れてきた。やはりガロのことが大半だっ 
た。その中でも一番嬉しかった一文があ 
る。『85年春、2ヶ月かけて描き上げた短 
編をガロに持ち込み、数多くの漫画家を世 
に送り出した名編集長、長井勝一に認めら 
れた。 j 僕はこの部分を何回も何回も繰り 
返し読んだ。そう書いて貰ったことも嬉し 
かったし、何より誇らしかった。 

一月の中頃、印刷された新聞が送られて 
きた。例の一文は、『85年春、2ヶ月かけ 
て描き上げた短編をガロに持ち込み、数多 
くの漫画家を世に送り出した名編集長、長 
井勝一(故人)に認められた。 J に変わっ 
ていた。その時長井さんの死を実感した。 

僕のまわりには小さい頃から漫画家に 
なりたかったという人が意外と多いが'僕 
はまったくそんな意識はなかった。京都の 
大学に入り、漠然と西陣織関係の仕事なん 
かどうかなあ、と思つていた。本当に漠然 
とそう思つていただけで、西陣織のことな 
ど何も知らなかつた。 

が、ある日つき合つていた友人が突然漫 


研に入った。そこで出した同人誌を見せて 
もらったが、これなら俺でも描けると思っ 
た。考えてみれば皆素人なのだから当たり 
前だ。そんな事がきっかけでひとつ描いて 
みる気になった。 

三作目' 老人しか出てこない漫画が完成 
した。セリフの部分は鉛筆で書<というこ 
とは分かっていたが'タィトルや自分の名 
前はどうしたらいいのか分からず、自分で 
活字に見えるょうに手描きで書いた。しか 
しどこから見ても上手い絵とは言えない。 

まてょ。ガロには、多少未熟であっても 
可能性のあるものは取り上げると書いて 
あったぞ。そうだ。ガロだ。ここでガロを 
思いつくあたり、僕はやっぱり漫画が、そ 
してガロが好きだったのだ。僕はガロが取 
り立てて特殊だと思っていた訳でなく、数 
ある雑誌の中のひとつだと思っていた。た 
だ個々の作家の発散するパワーというか、 
思い入れというか、そういうものが誌面か 
ら滲み出ていて、懐が深く眼力のある雑誌 
だと思っていた。御飯を食べながら読むこ 
とができなかったのを考えると、やはり別 
格だったのかもしれない。 

ともかく、81年春、僕はその「老人天国」 
という作品を青林堂に送った。 

来た！ガロから返事が来た!!:どぅ 


やら長井さんの直筆だ。下宿の入口に置か 
れていたそのハガキを、僕は下宿の各部屋 
を回って見せた。そのあとすぐ大学の食堂 
に行き、そこでもみんなに見せた。 

『前略 

貴君の作品「老人天国」拝見致しました。 
大変面白い作品ですので 
ガロ入選させていただきます。ただ 
時期は先に入選作品が二、三有り 
ますので時間がかかりますが、しばらく 
「ガマン」して下さい。此れからもどん 
どん作品を画いて下さい。どんどん良くな 
ると思います。電話かヶタかったのです 

大赤字なので残念です。」 

僕はどぅやら、本気で漫画家になりたい 
と思った。大学を中退し、大阪で二年とち 
ょっとアシスタントを経験した。84年暮' 
アシスタントを辞め久しぶりに自分の作 
品を描いた。はじめなぜか手が震えた 。32 
枚を描 < のにニヶ月かかった。 

85年3月4日、今度は長井さんに直接原 
稿を見て貰うべく上京した。階段を昇って 
いる時心臓が爆発しそうになつたが' いざ 
編集部に入るとウソのように収まつた。白 
取さんに席を譲っていただき長井さんの 


横に座った。長井さんはトビラの名前を一 
目見て、「ああ、あの老人の…」と眩かれ 
た。長井さんは覚えていて下さったのだ。 

数年後、僕は長井さんに nk られた。電話 
でつい気弱なことを言ってしまった僕に' 
長井さんは「駄目だよ、やめちやあ。ずっ 
と描き続けなきや。」と激励して下さった。 

今も僕はなんとか漫画を続けている。一 
年ほどまったく漫画の仕事がない時もあ 
ったが、やめたいとは思わなかった。絶対 
になんとかしてやると思った。あの長井さ 
んの言葉を思い出すからだ。そして大事な 
手紙をしまってあるアルバムの一べージ 
目を 見る。そこにはガロ入選の長井さんの 
ハガキが貼ってある。 

僕はガロ出身といぅことを誇りに思つ 
ている。 

長井さん、お疲れ様でした。 

長井さん、ありがとぅございました。 
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かつちよいい長井さん 

土橋とし子 

私の東京ぐらしも、早いもので十一年に キしながらもキヨロキヨロしていた。長井 


なろうとしている。ということは、長井さ 
んに初めてお会いしたのも約十一年前とい 
、つことになるわけだ…。 

一^ • ィラストレ^ — ターになろう ft : と思つ 
て和歌山から東京に出てきた私のもう一つ 
の昔からの憧れは、漫画家になることだつ 
た。もちろん、今もなれてないけれど、無 
謀にも「青林堂」に持ち込むという行為に 
至る。上京0か月後、夏の終わりのえら< 
暑い日だった。噂の材木屋の二階、細く急 
な階段を緊張と暑さでダラダラと汗をかき 
ながら、一段一段のぼつてゆく。やつとこ 
さドアの前まできた。えら<長<感じた。 
ィラストの持ち込みにいくょり緊張してい 
た。部屋の中には、男の人が二人と女の人 
が一人、一番奥の方に写真で見たことのあ 
る長井さんの顔が見えた瞬間、また汗がド 
ッと出た。ダラダラ汗の見苦しい私は、す 
ごすごと長井さんの前に歩み寄り、バタバ 
夕と作品を取り出し、長井さんの机の上に 
置いた。手まで汗でベタベタしていた。 

長井さんの席の隣に座った私は、ドキド 


さんは、汗ダラダラ見苦しい私の二まわり 
ぐらい小さい人だった。見終わるなり長井 
さんは、いろいろお話しして下さった。も 
ちろんダメだった。ち}っと自信あった私 
にとっては' キツイお言葉であった。とい 
っても今、思い出してみても長井さんのお 
言葉は、的確なものであったし、私の作品 
は恥ずかしいものであった。若かったので 
ある。しかし、あの時の長井さんのお言葉 
は、今も心にしみている。漫画家、イラス 
トレーター どちらにも当てはまるであろぅ 
銳いお言葉であった。 

あのひさぅちさんも一回目はダメだった 
んだょと南伸坊さんや文子さんからも イロ 
イロ、アドバイスしてもらっ たり、漫画家 
養成通信講座(ほとんど何もやってない H :) 
の先生でもあった川崎ゆきおさんからもは 
げまされ、心機一転、持ち込んだ作品と全 
く違うものを描いて再度挑戦。その記念す 
べき入選作品は一九八五年十二月号の『ふ 
くろのおつちやん」であった。その後' 三 
回続けて載せて もらつ た。なんとなく自分 


の中で、実話漫画路線みたいなものがみつ 
かったというわけだ。 

初めてお会いした長井さんは、川崎ゆき 
おさんから聞いていた話のとおり、ほんと 
に小さい人だった。銭湯で湯船のへりにつ 
かまつていないと浮いてきてしまうという 
話もうなずけた。でも、でっかい、かっち 
よいい人だった。長井さんに作品を見てい 
ただき、お話もしていただき、入選作品に 
選んでもらえて、自分でもほんとラツキー、 
しあわせ者だと思っている。時々、あの時 
の長井さんのお話を思い出し、かみしめて 
いる。かめばかむほど味の出るお話だった。 
長井さんという一人の人の眼で入選作品を 
選ぶ、選んできたこのやり方は、他では出 
来ないと思う。長井さんの眼がちや一んと 
『ガロ J で、長井さんが青林堂そのものだっ 
たと思う。そんな筋のとおし方、やり方が 
『ガ ロ」 であり、長井さんだったのだもの。 
かっちよよかった。男気があった。ィカし 
てた。残念ながら、そんなでっかい、かっ 
ちよいい長井さんとは数えるほどしかお会 
いする機会がなかった。その数回の中のあ 
るパーティーでお会いした時、どこかで私 
の仕事を見て下さったらし<「土橋さん、 
この間のあの仕事、おもしろかったよ才 
1」とか声をかけていただいた。そんな 
時も、ほんとはいろいろお話したいのに緊 
張してしまつて、ヘラへラと「ありがとう 
ございますう〜」というのが精一杯つてな 
感じ…。トホホである。今思うともつとい 


ろいろお話しとけばょかつたな〜と思う。 
阿佐ヶ谷の方へも、何か長井さんのお好き 
なものでもおみやげ持って伺いたいとか勝 
手に思っていたのであるが、これももうか 
なわぬ夢である。 

私の自慢は、長井さんに直接作品を見て 
いただけて、入選作品に選んでもらったこ 
とである。ほんとコレにつきる。ちょつと 
クサい言い方になってしまうけれど『出会 
い」ちゅうやつだ。ほんとそう思う。私に 
とっての11年間の東京での濃い『出会い」 
をした人の一人なのである。長井さんは…。 

煙のごとく消えたいとおつしやつていた 
長井さんは、ほんとにどこまでも長井さん 
なのですね。いろいろ、いっぱいありがと 
、っ ございました。 

心から御冥福をお祈りいたします。 
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